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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(2)＊
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ThecharactellsticsoftherangeofnineteenJapanSeaElements，especiallyborealelements，

ToyamaPrefecmrewereexaminedwitheightenvlronmentalfactorsintheranges、Thenine-lnloyamarrelec[urewereexamlneqw1melgn［env1ronmen[allac[ors1nmeranges、lnenlne‐

teenJapanSeaElementsregardedasborealelementsareRﾙo”‘た"”o〃応cﾙo"“k〃subsP

"I"erve，附o/α〃eWs"p"/αrasubsp〃eWs”"/"α,Gα""ﾙe"αα火"or〃な,4'Tel"航α'"o"QpﾉM/α，

Cﾙα脚er'o〃α"g"S"/b""”Fragα"α〃"""'αe,耐sserosα’C”ex”んy"Qp“雌加"/"sSe”/脆"“

Sc"”s加"”e"sjs，7b/7e〃/αg/"""o”subspノ叩o"/cα,唯pﾙrOpﾉﾘy"域Z"”crlsra-gα"j,P'w"e//α

p"'"e"加r脚js，P廊加"/αc""e加"αvar・ルαk"sα"e"sjs，P/α"ragoルαk"sα"e"SIS，Ge""α"α

"11'po"jca,“”Ope〃cOpo‘加j火3，Ca"，pα""/α/αsjocα"αandPoa血""“Environmentalfac‐

tors（altimde,annualmeantemperature,annualrainfall,annualmeansnowdepth,annualmean

solarradiation，WI，CI，JapanSealndex）intherangeswereprovidedorcalculatedbvMesh

ClimaticDataofJapan（JapanMetrologicalAgency2002)．

Thecharacteristicsoftherangesofnineteentaxawereshowninthetablesandclass面ed

intofburgroupsbythealtimdinalrange；alpinezonegroup，uppersubalpinezonegroup，lower

subalpinezonegroupandmountamzonegroup・TherangesoftheborealJapanSeaelements

seemedtobeaffectedbythea1timde，annualrainfall，snowdepthandCI・Becausetheaverage

ofJapanSealndexintherangesofR力o”“"c加刀／“〃o"“k〃subsp．〃z"e”ewasmorethan

90,theplantsrangedintheJapanSeasideclimateareaTherangeofC加'"erIo〃α"g"s/加""脚

wasregardedininlandclimateareabecausetherangewascharacterizedwithlowerJapanSea

lndexandlittleannualrainfallTherangesofかjssaosa,P'”"/αc""e加"αvar,ルαた"sα"e"s豚

α"JP/α"/αgoルαk“α"e"szswerecharacterizedwithdeepersnowdepth．
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にし、日本海要素が適応していると考えられる環境を

考察することを目的にこの研究を行い、その一部を発

表（佐藤・太田，2009）した。今回は山崎（1959）や

福岡（1966）が分類している北方系の日本海要素の分

布を解析し、その特徴を考察することにした。

この研究を行うにあたって、平成15～17年度日本海

学研究グループ支援事業助成金の一部を用いた。ここ

に感謝の意を表する。

はじめに

日本海側に分布の中心を持つ植物は日本海要素と呼

ばれている（福岡，1966)。日本海要素についての研

究は原・金井（1958,1959）や山崎（1959）によって

始められ、その後、福岡（1966）や清水（1968)、小

山ら（1971)、黒'11奇・福岡（1972）などにより分布の

成因や地理的分化について考察されてきた。

富山県の植物相は大田ら（1983）によってまとめら

れ、その中に日本海要素についても紹介された。佐藤

(2005）は212分類群を報告している。また、富山県に

分布する日本海要素の分類群数は194で、大田ら

(1983）が発表した富山県産フロラ（2018分類群）に

占める割合は9.6％であった。日本海側の石川県や福

井県のフロラに占める日本海要素の割合はそれぞれ

87％と72％で、富山県より低くなっている（佐藤，

2007)。

日本海要素の分布域と環境の相関については、萩原

(1977）や堀田（1974,1978）によって研究されている。

また、近県のフロラの分布や由来については、大田ら

(1983）が富山県、古池（1990）が石川県、渡辺(1989）

が福井県、横内（1976）と清水（1968）が長野県、石

沢（1996）が新潟県についてそれぞれ行っている。

富山県の気候について、気象庁（2002）のメッシュ

平年値を用いて解析すると、富山県内の気候が日本海

的な気候から内陸的な気候の所まで多様であることを

佐藤（2007）が示した。

富山県に分布する日本海要素とその近縁分類群が、

富山県内のどのような環境に分布しているかを明らか

材料及び方法

今回の解析に用いた日本海要素は、佐藤（2005）の

中で、寒帯系要素として分類したものの中から、富山

市科学博物館（TOYA）に標本が有り、分布情報が多

い19分類群である。その分類群の和名と学名を表lに

示した。

今回用いた植物の分布情報は、著者の一人である太

田が整理した富山市科学博物館所蔵の標本データ（太

田,1987,1991,2003,2007a,2007bを含む）と文献デー

タ（太田ら，1996；太田・坂井，2006；北畠ら，200聾

を用いた。分布情報は3次メッシュに置換した。その

際には、環境庁（1997）の都道府県別メッシュマッフ

富山県を用いて、分布情報を3次メッシュに置換した。

この地図に無い地名は古い5万分の一地形図や地域の

人の聞き取りにより位置を判断した。今回用いた富山

県の3次メッシュ数は4303個で、面積にすると約430蔭

k㎡となり、県の面積4260k耐とほぼ同じであった。

1つのメッシュに複数の分布情報がある場合は、分

布情報は1つとしてカウントした。また、分布情報の

表1今回の調査で扱った分類群（学名は日本の野生植物草本編と木本編を用いた〉

和名 学名 日本海要素として扱っている主な文献

オオコメッッジ

オオバキスミレ

アカモノ

ヒトツバヨモギ

ヤナギラン

ノウゴウイチゴ

ヒオウギアヤメ

オオバミゾホオズキ

ミヤマホタルイ

イヮショウブ

タテヤマスゲ

イワイチョウ

タテヤマウツボグサ

ハクサンコザクラ

ハクサンオオバコ

ミヤマリンドウ

イヮヒゲ

イワギキョウ

アイヌソモソモ

⑤

④
⑤

③
⑤
④
⑤
⑤

②
④
④
③
④
③
⑤

、
、
勺
、
、
、
、

①
①
②
①
①
①
①
①

ｏｎ
Ｏ
ＫａＭ

、
⑩ｅＳＳＯＢ用7o叱咋"帥℃〃おc/7o"Cs〃Maximvar.t""e"e（Franch､exH

l"b右b/でl"古Zわαおta（Franch､etSav.)W･Becker

GaLﾉ〃7e砲a士"o幼"X(Miq.)Maxim、

'4㎡e"7/sﾉa/刀o"OP/7y焔Kitam．

C/7a"7a"e"o〃a/酒zﾉstﾉｿbルノ刀(L)Scop．

F7詔召砲伽["77aeMakino

〃7SserosaPallas

A"功じんSSeSS肋茄""sMaxim･

Sc”us/7o刀叱e"s店Ohwi

7b先励白ﾉapo"/baMiq・

Ca/でx”/7｣/仲UsKukenth、

庵α"白c"ぢお-顎〃(Menz)Makino

戸ｹTﾉ"e脂Pﾉｾ"7e〃bﾉ777店（Maxim.)Makino
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叱刀fago／7a幼sa"e"s/SKoidz、

Ge"姥"a〃〃o"/baMaxim，

cassﾉ”e〃coPo的b/昨s(Pall.)DDon

“/7和a""わわs/bca'PaCham．

PCa色("た/‘Hack．

(瓦

６
６

③
⑤
③
③
③
③

、
、
、
、
、
、

①
④
①
①
①
①
①
①
①
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①:福岡(1966)､②:黒崎｡里見(1968)､③:清水(1968)、④:大田ら(1983)、⑤:大橋(1987）
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内、複数のメッシュにまたがると考えられる場合は、

その分布情報を使用しなかった。さらに、分布情報が

これまでの知見と極端に異なっている場合、その情報

も使用しなかった。植物の分布情報のあるメッシュの

環境因子として、メッシュ気候値（気象庁，2002）を

使用した。メッシュ気候値のデータファイルの内、メッ

シュの平均標高、月平均気温、年平均気温、月平均降

水量、年平均降水量、月平均最深積雪量、年平均最深

積雪量、遮蔽物がある場合の日射量を用いた。その値

から算出した吉良ら（1976）の暖かさの指数（WI）。

寒さの指数（CI）及び日本海指数（鈴木・鈴木

1971）を用いた。

結果及び考察

(1)富山県のメッシュ気候値の分布と植物の分布の関

係

表2－1～2－8にメッシュ単位の環境因子の階級

分布と分類群ごとのメッシュの階級分布を示した。

4303個のメッシュの環境因子の分布と分類群の分布メッ

シュの分布に違いがあるかどうかをx2検定で判定し

た。また、それぞれの分類群ごとに、8個の環境因子

の平均値とその標準誤差を図1に示した。

富山県の標高分布は、200m未満のメッシュが388

％で最も多く、次いで200～399mが95％で、その後

徐々に割合が減少する（表2－1）。今回、対象とし

た19分類群すべての標高階級分布は富山県の標高階級

分布との間に有意差が認められた（x'検定：P<001)。

分類群ごとの分布域の平均値を比較すると、オオコメ

ツツジが最も低く（1163m)、アイヌソモソモが最も

高い値（2580m）を示した。1400～1599に分布のピー

クを持つ植物はオオコメツツジやイワイチョウなどl電

分類群で、半数を占めた。2000～2399mにピークを持

つ植物はイワショウブやミヤマリンドウなど6分類群

であった。イワヒゲとイワギキョウ、アイヌソモソモ

は2600～2799mにピークが認められた。平均値と標準

誤差の範囲を考慮すると、標高によって大きく4つの

グループに分けられる。標高2500m付近に平均値を

持つグループ（イワヒゲ、イワギキョウ、アイヌソモ

ソモの3分類群)、標高1900～2200mに平均値を持つ

グループ（イワイチョウ、タテヤマウツボグサ、ハク

サンオオバコ、ハクサンコザクラ、ミヤマリンドウ、

タテヤマスゲの6分類群)、標高1400～1800mに平均

値を持つグループ（オオバキスミレ、アカモノ、ヒト

ツバヨモギ、ヤナギラン、ノウゴウイチゴ、ヒオウギ

アヤメ、オオバミゾホオズキ、ミヤマホタルイ、イワ

ショウブの9分類群)、標高1100m付近に平均値を持

17

つオオコメツツジである。垂直的分布幅が最も大きい

分類群はイワシヨウブ（標高59m～2715m）で、最高

地点と最低地点の標高差は2500m以上であった。垂直

分布幅が2000m以上の分類群はオオコメツツジ、オオ

バキスミレ、アカモノ、ヒトツバヨモギ、ノウゴウイ

チゴ、オオバミゾホオズキの6分類群であった。アカ

モノに関しては石川県金沢市の金沢神社や別所などの

低標高域に分布（山岡1953）が知られており、垂直

分布幅が広い理由の一つとして、烏による散布（山本，

1950）が指摘されている。

富山県の年平均気温の階級別メッシュ数分布は、

13.0-139℃階級にピーク（204％）があり、それより

高温側は極端に少なく、低温側は6.0-6.9℃階級まで、

徐々に少なくなりメッシュ最小値は-24℃であった。

今回、対象とした19分類群すべての温度階級分布（表

2－2）は県全体のメッシュの温度階級分布と有意差

が認められた（x2検定：P<0.01)。最も低い平均値を

示した分類群はアイヌソモソモ（-13℃）で、分布範

囲は-0.3～-24℃であった。また、最も高い平均値を

示した分類群はオオコメツツジ（6.7℃）で、分布範

囲は-L7～123℃であった。40-69℃階級にピークを

持つ分類群は、オオコメツツジやアカモノなど10分類

群で、その他の分類群はL9°C以下の階級にピークが

認められた。年平均気温と標準誤差の範囲を考慮する

と、大きく4つのグループに分けられる。このグルー

ピングは標高のグループと一致していた。

富山県の年降水量の分布は、2040～3610mmで、平

均値は2630mmであった。今回用いた19分類群の内、

県全体のメッシュ階級分布との間に有意差（x2検定：

P<0.05）が認められなかった分類群はヤナギランとミ

ヤマホタルイであった（表2－3)。富山県全体のピー

クのある2600-2799mm階級にピークを持つ分類群は

オオコメツツジだけであった。2800-2999mm階級に

ピークがある分類群はオオバキスミレやアカモノ、ヒ

トツバヨモギなど15分類群で最も多かった。3000mm

以上の階級にピークを持つ分類群はヒオウギアヤメと

タテヤマスゲ、ハクサンコザクラ、ハクサンオオバコ

であった。年平均降水量と標準誤差の範囲を考慮する

と、大きく3つのグループに分けられる。年平均降水

量が2700mm付近に平均値を持つヤナギランと、年平

均降水量が3100mm付近に平均値を持つハクサンオオ

バコとハクサンコザクラのグループ、2800～3000mm

の間の平均値を持つ上記3分類群以外の16分類群のグ

ループである。このグルーピングは標高や年平均気温

のグルーピングと一致しなかった。

富山県の年平均最深積雪のメッシュ数の分布には、
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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(2)
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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(2)
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富山県に産する日本海要素とその近縁植物の分布の特徴(2)

2つのピークが見られ、40-59cm階級は最も頻度が高

く全体の約1/4を占めた。もう一つのピークは120-13箸

cm階級で、全体の18％を占めた。今回用いた19分類

群すべてにおいて、それらの階級分布と富山県全体の

メッシュ分布とは有意な差（x2検定：P<0.05）が認

められた（表2－4)。オオコメツツジやオオバキス

ミレ、アカモノなど16分類群では140-179cmにピーク

が認められた。200cm以上の階級にピークが認められ

た分類群はハクサンコザクラとハクサンオオバコなど

であった。年平均最深積雪と標準誤差の範囲を考慮す

ると、200cm付近に平均値を持つヒオウギアヤメとﾉﾐ

クサンコザクラ、ハクサンオオバコのグループと、

150～180cmに平均値を持つ上記以外の16分類群を含

むグループに分けられた。

遮蔽物ありの年平均日射量の分布はlLO～149MJ

で、その変異は小さい。平均値は124MJで、この値

を含む120-124MJ階級は全メッシュの約44％であっ

た。富山県全体の階級分布と分類群の階級分布に有意

差が認められた（X2検定：P<001）（表2－5）。130‐

134MJ階級にピークを持つ分類群は、オオコメツツ

ジやミヤマホタルイなど9分類群であった。14ル

144MJ階級にピークを持つ分類群はイワイチョウや

アイヌソモソモなど8分類群であった。ヤナギランは

135-139MJと125-129MJの2つの階級にピークがあ

り、イワショウブは135-139MJ階級にピークが見ら

れた。遮蔽物ありの年平均日射量と標準誤差の範囲を

考慮すると、標高が低いところに分布する分類群から

高いところに分布する分類群まで、ほぼ連続的に年平

均日射量は増加する傾向が見られた。イワヒゲとイワ

ギキョウ、アイヌソモソモの高標高域分布グループで

高い値を示した。

富山県のWIの分布は15～114で、平均値は78であっ

た。最も頻度の高い階級はlOO-lO9で、全体のl/4強で

あった。次いで90-99で、全体の17％であった。今回

用いた19分類群の示した階級分布は、全体のメッシュ

の階級分布とは有意差（x，検定：P<001）が認めら

れた（表2－6）。40-49階級にピークを持つ植物はオ

オコメツツジやミヤマホタルイなど6分類群で、残り

のヒトツバヨモギやアイヌソモソモなど13分類群は20

29階級にピークが認められた。WIの平均値の分布は

標高の分布傾向とほぼ同じ傾向であった。

富山県のCIの分布は-104～-3で、平均値は-25であっ

た。最も頻度の高い階級は_9-0階級で、全体の約1/3を

占めた。次いで_19--10階級で全体の21％であった。今

回用いた19分類群の示した階級分布は、全体のメッシュ

の階級分布とは有意差（x2検定：P<0.01）が認めら

れた（表2－7）。また、これらの分類群はピークの

位置から4つのグループが認められた。1つは-29--20

階級にピークを持つオオコメツツジやヒトツバヨモギ

など4分類群である。2つ目は-59--40階級にピークを

持つヤナギランやイワショウブなど5分類群。3つ目

は-79--70階級にピークを持つヒオウギアヤメやミヤマ

リンドウなど8分類群。‐99--80階級にピークを持つイ

ワヒゲやアイヌソモソモなど3分類群である。CIの

平均値の分布は、標高の分布傾向とほぼ同じ傾向であっ

た。

富山県の日本海指数の分布は43-131で、平均値は96

であった。富山平野から山沿いの地域は高い値を示す

が、有峰など県南東部の山地は長野県や|岐阜県と同じ

内陸的な気候となり、日本海指数は低い値となる。富

山県で最も多い階級は100-109で、全体の約1/3を占め

た。今回用いた19分類群すべてにおいて、それらの階

級分布と富山県全体のメッシュ分布とは有意な差

(x2検定：P<QO5）が認められた（表2－8）。90以

上の階級にピークが認められた分類群はオオコメツツ

ジとオオバキスミレ、ノウゴウイチゴ、ヒオウギアヤ

メ、ミヤマホタルイ、タテヤマスゲ、ハクサンコザク

ラ、ハクサンオオバコの8分類群であった。これらの

分類群の内、平均値が90を越える分類群はオオコメツ

ツジ（93）だけで、他の分類群は76～87であった。70‐

79階級にピークが認められた分類群はアカモノやイワ

ショウブなど3分類群で、残りの8分類群は50-69階級

にピークが認められた。平均値の最低値は64でヤナギ

ランであった。今回用いた分類群の分布域は日本海指

数の高い地域ではないかと予想していたが、その予想

に反して、半数以上の分類群が日本海指数90以下の地

域に分布していた。日本海指数が示す典型的な日本海

側気候域に分布の中心があるのはオオコメツツジやハ

クサンコザクラなど8分類群であった。

(2)分類群の分布に影響する環境因子

分類群ごとの分布情報を含むメッシュと富山県の全

メッシュの環境因子の変動係数（CV）と、2つの変

動係数の比（RCV）を表3に示した。RCVの値が

小さい場合は、富山県全体の環境の変異幅よりその植

物の変異幅が小さいことを示し、環境因子の変異の中

で特定の領域にその植物の分布が集中する傾向を示す。

このことから、RCVが小さい環境因子はその植物の

分布域がその環境因子の特定の領域に集中する傾向が

あると考えられ、50以下の場合は特定環境領域への集

中度が大きい因子と考えられる。

今回、調査した19分類群すべてで、標高と年降水量、

ｏ
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表3分類群ごとの環境因子の変動係数（CV)と、富山県全体のメッシュ変動係数との比（RCV：

日本海指数標高年平均気温年平均降水量年平均最深積雪年平均日射量W’ C

分類群名
CVRCVCVRCVCVRCVCVRCVCVRCVCVRCVCVRCVCVRCy
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イワイチョウ

タテヤマウツボグザ

ハクサンコザクラ

ハクサンオオバコ

ミヤマリンドウ

イヮヒゲ

イワギキョウ

アイヌソモソモ
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RCV＝分類群のCV×100／富山県全体の環境因子のCY

網掛けの数値はRCV＜50以下を示す。

相対的な距離係数

101喜 2瞳 2塁

イヮヒゲ

イワギキョウ

アイヌソモソモ

ハクサンコザクラ
ハクサンオオバコ

ヤナギラン

ヒオウギアヤメ

イワイチョウ

ミヤマリンドウ

イヮショウブ

タテヤマスゲ

タテヤマウツボグサ

オオバキスミレ

ノウゴウイチゴ

オオバミゾホオズキ

ミヤマホタルイ

ヒトツバヨモギ

オオコメツツジ

アカモノ

由

図2北方系日本海要素とされる分類群の分布に関して、8個の環境要因を用いたクラスター分析結果（Ward法〉

最深積雪、CIの4因子はRCV＜80であった。これら

の4因子は北方系日本海要素の分布に影響する共通因

子と考えられる。

標高と年降水量、最深積雪、Clの4因子に加えて、

日射量が強く影響していると考えられる分類群

(RCV＜50）は、ハクサンオオバコとイワギキョウ、

アイヌソモソモであった。また、日射量が分布に弱い

影響があると推定された分類群（RCV＜80）はヤナ

ギランとヒオウギアヤメ、ミヤマホタルイ、タテヤマ

スゲ、イワイチョウ、タテヤマウツボグサ、ハクサン

コザクラ、ミヤマリンドウ、イワヒゲであった。

Katoh(1989)はアカモノの現存量に影響する要因とし

て日射量を上げているが、今回は日射量と分布の間に

は明確な関係は認められなかった。日本海指数が弱い

ながら分布に影響していると推定された分類群

(RCV＜80）はハクサンオオバコであった。WIが弱

いながら分布に影響していると推定された分類群

(RCV＜80）はヤナギランとミヤマホタルイ、イワギ
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籾山泰一，1982バラ科ノウゴウイチゴ．佐竹義輔ら

編，日本の野生植物・草本編Ⅱ．p177．平凡社．

東京．

籾山泰一，1982スミレ科オオバキスミレ．佐竹義輔

ら編，日本の野生植物・草本編Ⅱp253平凡

社．東京．

村田源，1981．シソ科タテヤマウツボグサ．佐竹義輔

ら編，日本の野生植物・草本編皿p89．平凡社．

東京．

キョウ、アイヌソモソモであった．

(3)北方系日本海要素の分布域の環境因子の類似性

各分類群の分布メッシュの環境因子ごとの階級分布

を用いてクラスター分析（Ward法）を行った。その

結果、5つのクラスターが認められた（図2）。イワ

ヒゲとイワギキョウ、アイヌソモソモ、ハクサンコザ

クラ、ハクサンオオバコ、ヤナギラン、ヒオウギアヤ

メの7分類群が1つのクラスターを作った。このクラ

スターは高標高域に分布するイワヒゲとイワギキョウ、

アイヌソモソモのグループと、最深積雪が大きい地域

に分布するハクサンコザクラとハクサンオオバコ、ヒ

オウギアヤメのグループ、日本海指数が最も低い地域

に分布するヤナギランが含まれた。次のクラスターは

イワイチョウ、ミヤマリンドウ、イワショウブの3分

類群が含まれていた。次のクラスターはタテヤマスゲ

とタテヤマウツボグサ、ノウゴウイチゴ、オオバミゾ

ホオズキ、ミヤマホタルイ、オオバキスミレ、ヒトツ

バヨモギの7分類群からなり、標高1500～1700mに平

均値が入る分類群が含まれた。残りはオオコメツツジ

とアカモノの単一分類群のクラスターで、低標高域に

分布域を持つ分類群であった。

まとめ

(1)北方系日本海要素の分布は、標高から見ると、4

つのグループに分けられた。

(2)北方系日本海要素の分布に影響をおよぼしている

環境因子は標高と年降水量、最深積雪、Clの4因子で

あると考えられた。

(3)ヤナギランは北方系日本海要素とされるが、日本

海指数が小さい地域で年平均降水量も少ない内陸的気

候の地域に分布していることがわかった。

(4)ハクサンコザクラとハクサンオオバコは最深積雪

と年平均降水量が他の分類群より大きく、日本海指数

が大きい地域に分布していることがわかった。

(5)日本海側気候の地域に分布していると判断（日本

海指数が90以上）された分類群は、オオコメツツジと

オオバキスミレ、ノウゴウイチゴ、ヒオウギアヤメ、

タテヤマスゲ、ミヤマホタルイ、ハクサンコザクラ、

ハクサンオオバコの8分類群であった。
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